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【１】組織の概要 

 

会社概要 

 

会社名 

株式会社ワイ・エム・ケー 

代表者名 

代表取締役 橋戸 克明 

所在地 

本社・倉庫 

〒４２４―００６５  静岡県静岡市清水区長崎２２７－１ 

事業内容 

    建設業における非破壊検査、切断・削孔・切削・耐震補強工事,解体工事 

及び産業廃棄物の収集運搬 

事業規模 

法人設立年月日  ２００７年４月 19 日 

資  本  金  ９５０万円 

従 業 員 数  ２７名 

売  上  高  ５２０百万円（２０２２年度） 

工 事 件 数  ８２５件 

 

保有設備 

     X 線作業車    ５台  営業車両       ５台  吸引車（４ｔ）1 台 

トラック（３ｔ）２台  ハイエーズバン ７台  ユニック車（3ｔ）1 台 

 

許可関連 

一般建設業許可    ：静岡県知事許可  第０３５４７８号 

     有効期限       ：令和 7 年４月 1４日 

      

産業廃棄物収集運搬許可：第０２２０１１６２７９１号 （静岡県） 

許可年月日      ：令和３年 11 月９日 

有効期限       ：令和８年 1１月８日 

許可品目       ：廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず、がれき類、汚泥、紙くず、木く

ず、繊維くず    以上８品目 

      

収集運搬車両     ： トラック（3t）2 台 

2022 年度収集運搬実績： 汚泥  7.7ｔ 

がれき類 4.588ｔ 

                                    ガラスくず・コンクリートくず陶磁器くず 2.4t 

連絡先  

環境管理責任者  橋戸 克明 

ＴＥＬ：０５４-２７０-７１６３ 

ＦＡＸ：０５４-２７０-７１６４ 

Mail ：y_hashido@y-m-k.jp 
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【２】対象範囲、推進組織、組織の課題と取組み、役割分担、 

対象範囲 

     事 業 所 ：本社・倉庫 

     適用構成員 ：全従業員 

    適用する活動：全活動 

 

組織の課題と取組み 

  建設業界全体から、環境配慮のニーズが高まっている。当社ではこれにに対し、工事品質、 

社員の作業力量の向上を以て応えていく。 

 

推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担 

最高責任者兼 

環境管理責任者 

組織の課題とチャンスを明確化し、方策の取り組みを実施する。 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の 

見直しを行い、必要があれば改定を指示する。 

⑤ 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する 

組織（推進委員会など）を必要に応じて運営する。。 

環境管理事務局 ・環境管理責任者を全面的に補佐する。 

全従業員 
・環境方針の理解と取組みへの自覚 

・積極的な環境活動への取組み 

事務所・現場 

・産業廃棄物の分別徹底 

・環境関連法規制の順守 

・省資源化に関する目標の達成と、その取り組み 

 

環境経営最高責任者兼 

管理責任者 

（代表取締役 橋戸 克明） 

 

 

本社・倉庫 
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【３】環境経営方針 

 

株式会社ワイ・エム・ケー  

環境経営方針 

 

基本理念 

当社では工事品質の向上が環境影響の低減、顧客満足向上であるとの認識のもと、各種資格 

の取得、施工技術の向上に取り組み、お客様から喜ばれる企業を目指します。 

次世代に豊かな地球環境を継承することが、求められ企業市民としての責任を果たし継続的改善

活動に取り組みます。 

行動指針 
 

当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の 

環境保全活動を推進します。 

 

１．事業活動の全領域で、省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活動・サービスを 

提供し、ＣO2削減に関わる取り組みを推進していきます。 

２．環境汚染を未然に防止すると共に、環境経営システムと環境保全実績が継続的に 

改善できるように推進します。 

３．環境関連法令と当社が参加した協定等を遵守することはもとより、可能であれば、自主 

管理基準を設けて環境管理レベルの向上を図ります。 

４．次の事項を重点的なテーマとして、環境目標を設定し、継続的な必要あれば目標を 

見直すなどの効果的な取組みを行います。 

（1）電力使用量、燃料使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

（2）廃棄物（一般・産廃）については排出量の削減および３Ｒ活動を推進します。 

（3）水道は適正使用を励行し、化学物質を使用する場合には使用量を把握します。 

（4）環境配慮商品は適正価格で購入することを前提に推進します。 

（5）当社の利害関係者からの苦情や事故について発生を絶無とします。 

（6）環境配慮製品を使用した施工を推進します。 

５．環境教育･訓練、社内広報活動を実施し、全社員のエコアクションに対する知識の向上を 

図ります。 

６．この環境経営方針は、社外の人にも公開します。 

 

 ２０１８年 ４月 １日   

株式会社ワイ・エム・ケー   

  代表取締役 橋戸 克明   
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 【４】中長期環境経営目標 

中長期の環境目標は以下の通りである。 

№ テーマ 
中長期目標 

(2022 年 4 月 ～ 2025 年 3 月) 

1 
ＣＯ２ 

排出量削減 

2022 年度は、ＣＯ２排出量を 2020 年度比 2％削減する。 

2023 年度は、ＣＯ２排出量を 2020 年度比 3％削減する。 

2024 年度は、ＣＯ２排出量を 2020 年度比 4％削減する。 

2025 年度は、ＣＯ２排出量を 2020 年度比 5％削減する。 

1

A 

電力 

使用量削減 

2022 年度は、電力使用量を 2020 年度比 2％削減する。 

2023 年度は、電力使用量を 2020 年度比 3％削減する。 

2024 年度は、電力使用量を 2020 年度比 4％削減する。 

2025 年度は、電力使用量を 2020 年度比 5％削減する。 

1

B 

燃料油 

使用量削減 

2022 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比 2％削減する。 

2023 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比 3％削減する。 

2024 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比 4％削減する。 

2025 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比 5％削減する 

2 
水道 

使用量削減 
対象期間中は、異常値を監視し、適正使用に努める。 

３ 

廃棄物   

（産廃・一般） 

排出量削減 

対象期間中は、廃棄物のリサイクル率 75％以上を維持する。 

4 
苦情・事故 

の削減 
対象期間中は、苦情・事故発生 0 件を継続する。 

※当社では PRTR 法に該当する化学物質は使用していない 

 

 

 

 



 7 

【５】環境経営活動計画の取組み状況 

次年度以降も同様の活動を展開していく 

 

  

 

 

 

 

 

環境経営活動計画 
担
当
者 

実
施
者 

2022 

年度 

2022年 2023年  

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

１０ 

月 

１１ 

月 

１２ 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

次年度の 

取組 

① 電気使用量の削減 

・使用していない機器の電源オフ 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・適正な室温（夏季：28℃±1℃/冬季 20℃

±1℃） 
橋戸 

全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・就業時間の遵守 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

② ガソリン・軽油使用量の削減 

・エコドライブ・点検の徹底 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・適正な施工計画の確立および実施 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・従業員力量の向上による効率化 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

③ 廃棄物（産廃・一般）排出量の削減 

・廃棄物分別の遵守 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・リサイクル活動および再資源化の推進 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・環境配慮製品の使用や裏紙の使用など、

使い捨て防止活動の実施 
橋戸 

全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

④ 水道使用量の削減 

・不要な垂れ流しをせず、都度の止水を心

掛ける。 
橋戸 

全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

➄ 苦情・事故の削減 

・工事施工前の近隣挨拶、注意喚起 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・安全教育の実施および徹底 橋戸 
全社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

計画欄：● ⇒実施する 

実績欄：◎⇒改善されてきている ×⇒悪化している 



 8 

【６】目標達成状況および評価（実績） 

内容 単位 
2020 年度 

（基準年） 
目標値 

（―2％） 

2022 年度 

実績 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 （kg-CO2/年） 124,555 122,064 104,599 ◎ 

電気使用量 （Kwh/年） 11,420 11,192 41,109 × 

ガソリン使用量 （L/年） 11,610 11,378 2,737 ◎ 

軽油使用量 （L/年） 36,120 35,398 31,892 ◎ 

水道使用量 （㎥/年） 116 適正使用 101 ◎ 

産業廃棄物リサイクル率 （%/年） 76 75%以上 92 ◎ 

労災事故・クレーム （件/年） 0 件 0 件 0 件 ◎ 

※購入電力の排出係数は 0.388 を使用した。 

※グリーン購入は、情報収集などが主たる活動となることから評価をしない。 

※PRTR 法に該当する化学物質は使用しない。 

【総評】 

 電気 

新社屋への移転に伴い移転時の重複や猛暑の影響により電気使用量は増加した。新社屋設立にあたり全照明

LED導入や省エネエアコンへの切り替えなどを行った。今後も環境活動を実施し電気使用量の削減に努める。 

 

ガソリン 

ガソリンの使用は大幅に削減となった。今後も乗り合わせやエコドライブを実施する。 

 

軽油 

 近隣現場の増加によって使用量は減少、引き続き乗り合いでの現場移動などを積極的に推進し、 

使用量の低減に努める 

 

廃棄物 

建設汚泥はリサイクル率 100％の業者を選定している為、当社は高いリサイクル率を維持できている。今後

も分別を徹底しリサイクル可能なものは有価物として再生できるようにする。 

 

 水道使用量 

  新社屋設立時に雨水ろ過設備を設置した為、水道の使用量は減少した。今後も節水活動を継続して行う。 

 

クレーム 

  クレームの発生は０件、社員の教育を実施し引き続き活動していく。 

 

 次年度以降も同様の活動を以て取り組んでいく。 
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【７】環境関連法規の遵守、訴訟等の有無 

(１)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反はなかった。また、関係機関等から特に指摘等も 

無かった。くわえて訴訟等も同様に無かった。 

 (２)当社が適用される主な環境関連法規制等 

【主な環境法規制等一覧表】 

  評価日： ２０２３年４月 1 日 

  評価者：環境管理責任者    

名称 当社の該当 要求事項 評価 

騒音規制法 

静岡県生活環境の 

保全等に関する条例 

対象機器は無い 

施工時の騒音注意 

①法の定める規制時間と規制音量の注意 

②近隣住民への事前挨拶など 
○ 

振動規制法 

静岡県生活環境の保全等

に関する条例 

対象機器は無い 

施工時の振動注意 

①法の定める規制時間と規制音量の注意 

②近隣住民への事前挨拶など 
○ 

廃棄物処理法 

 

廃棄物の処理および 

清掃に関する法律 

外部業者へ委託 

➀産廃業者等との委託契約書締結 

②廃棄物置場の適正保管(表示看板設置) 

③マニフェストの発行・返却・保管 

④マニュフェストの行政報告(年１回) 

⑤収集運搬車のステッカーの表示 

⑦年 1 回以上の頻度で産廃業者の現地確認 

⑧水銀廃棄物処理業者への委託 

⑨水銀廃棄物の適正保管 

⑩特別管理産業廃棄物管理責任者の設置 

○ 

建築基準法 
当社の業務全般 

①建築設備など要求事項の遵守 

②用途規制など要求事項の遵守 
○ 

建設リサイクル法 

当社の業務全般 

①建築資材廃棄物の抑制 

②建築資材廃棄物のリサイクル 

③建築資材廃棄物の分別 

○ 

建設業法 

当社の業務全般 

①建設業許可の取得 

②専任技術者、監理技術者の設置など 

③建設業許可の更新（５年間） 

○ 

グリーン購入法 
購買品の一部で実施 ①安価で高品質な商品を積極的に導入する ○ 

フロン排出抑制法 

（特定製品） 

業務用エアコン 

 

①エアコンチェックリストにて3か月毎に自

主点検の実施 

②3 年に 1 回業者点検の実施 

（点検書類保管期間 3 年） 

廃棄時には専用のフロンマニフェストを使う 

（機器廃棄後３年間保存） 

○ 

労働安全衛生法 

 
当社の業務全般 

①労働者の危険又は健康被害の防止措置 

②設備機器使用時の教育訓練の実施 

③業務遂行における教育訓練の実施 

④労災事故防止のための教育訓練の実施 

〇 
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➄アスベスト管理者資格講習の参加 

⑥フルハーネスの着用 

⑦Ｘ線作業の対応 

働き方改革関連法 

 

 

 

従業員の労働時間 

①時間外労働月 45 時間以内、年 360 時間

以内※災害復旧時は例外 

②週休二日の工期設定 

〇 
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【８】代表者による全体評価と見直しおよび指示 

 

見直し日：2023 年５月８日 

 

(１) ヒアリングチェック・内部監査の結果・法令順守 

エコアクション２１の構築・運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

省エネ活動について、社員の各人が意識を徹底できており、定められた手順の推進などが 

行われていた。 

(４) 環境目標の達成 

新社屋への引越しが完了し問題なく運営できている。省今後はエネ設備の充実によって使用量の 

軽減を期待するとともに継続的な削減活動の実施を図る。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

是正処置はない。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

前回の見直しからの問題点はない。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

当社に関わる法令については対応できている。 

(８) 改善のための提案・その他 

毎年社員が増加している為、エコアクション２１の活動を社員全員で取り組むよう教育 

    すること。 

 

 

【見直し事項の有無】 

項目 有無 コメント 

１．エコアクション２１文書類 無 特になし。 

２．環境目標・計画 無 継続して実施する。 

３．環境活動計画 無 次年度以降も試行錯誤を図り効果的な施策を実施する 

４．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

５．環境経営システム 無 各項目ともに良好に機能している。 

６．その他 無 特になし。 

 

 

【トップマネジメントによる確認・指示】 

今後、エコアクション 21 の活動を社員にも関わらせ、意識を高めていきたい。また、新入社員や中途採用者の

入社など順調に社員が増加している為、技術力の向上や環境への意識づけなど教育面の充実を図り、社員の力量

向上に努める。 
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【９】環境上の緊急対策 

 

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応策 

パターン１ 作業場からの出火 自然発火又は不注意によ

る出火 

・置場の整理整頓 

・作業場での禁煙 

・消火器の設置 

・連絡体制の明確化 

・定期訓練の実施 

 

 

 

                     

緊急事態対応手順 

対応手順（緩和手順

を含む） 

① 発見者は，大声で近くの社員に知らせ，設置の消火器で「初期消火」を行う。 

② ストーブは原則禁止だが、何らかの火気を使用している場合は，それを遠ざけ

る。 

③ 周辺で動力を使用している場合は，その電源を遮断する。 

④ 管理責任者／社長へ連絡し，その指示を受ける。 

⑤ 消火作業困難な場合は、まず避難を優先する。 

⑥ 初期消火できず，壁や天井に延焼した場合，消火を中止し，消防署へ連絡し避

難する。 

⑦ 社員は，状況を的確に判断し，消防隊が来場した場合，その指示を受ける。 

⑧ 緊急連絡網の更新をする。 

予防手順 ① 建屋内では、訪問者を含め、禁煙と定める。 

② 喫煙の場合は、建屋外の決められた場所で吸い，吸殻は容器に入れて消火する。 

③ 終業時，最終退社者は，火気，消灯，その他の電源遮断をし、施錠してから退

社する。 

④ 建屋内へ消火器を設置し，管理（業者による定期点検実施）する。 

⑤ 地震発生の場合の防災組織を定め、避難経路を、日頃より従業員に周知してお

く。 

 

項目 訓練結果 

想定内容 本社からの出火 

訓練内容 出火したことを想定して、上記の対応策を確認し、その内容の適否を確認した。

同時に設置してある消火器の消火訓練を行った。 

訓練日時 令和４年９月４日 AM８：３０～９：００ 

実施場所 駐車場 

参加者 社員 18 名 

訓練説明者 社長 

対応策の検証結果 対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。 

手順の改訂の必要性 改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。 

 

 

 

 

緊急事態訓練記録 
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【10】環境上のコミュニケーション 

※2022 年度（2022 年 4 月～2023 年 3 月）は環境上のクレーム等はなかった。 

NO 対応日 対応者 対応方法 対応目的 相手先 内容 回答の有

無 

対応結果 

１         

２         

３         

４         

５         

６         

 

 


